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研究状況にたいして大きな問題提起となっている。本論文は、こうした第 2 章から第 5 章までの連
関を軸として、その前後の時期を対象とした第 1 章、第 6 章が配されており、的確な論文構成によ
って、博士論文としてのまとまりを確かにしている。 
以上のような研究成果の背景には、申請者による丹念な資料調査がある。近代横浜の港湾労働に
関する研究は、残存する関係資料が限られていることに大きく制約されてきた。申請者は、法政大
学大原社会問題研究所の所蔵資料を調査し、協調会資料や戦前期原資料といった資料群や蔵書から、
港湾労働者の労働組合の関係資料や機関誌などを見出した。これらの資料は、労働運動の担い手が
残したものであり、本論文第 4・5 章にみられる運動の側からの歴史叙述を可能とした。また、こ
れまで活用されてこなかった社会調査や請負会社の社史などを積極的に用いて、第 2 章の基礎研究
のような大きな成果をあげている。この他、当該期のルポルタージュや港湾労働者の自伝などにも
幅広く目配りをしており、本論文の思想史的な分析部分を中心に資料として活用されている。申請
者によれば、収集したルポルタージュや自伝には、本論文で未使用のものも少なくないとのことで
あり、今後は、そうした資料を活用することで研究をさらに進展させることが期待される。 
ただし、補うべき課題も残されている。「親分子分関係」といったタテの関係や「部屋制度」に
ついて、従来の研究では、その抑圧性や暴力性が強調されてきたが、そうした側面への論及が少な
く、具体的な検証や位置づけも十分とはいえない。神戸港の港湾労働の事例などで指摘されてきた
侠客・ヤクザ的な存在の役割や機能についても、当該期の横浜港ではどうだったのか、さらなる検
討が必要であろう。しかしながら、前述したように資料的な制約が大きいこともあり、こうした課
題によって、本論文の成果や評価が損なわれるものではない。 
以上、本論文は、神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科における博士論文として大きな成果を
あげ、高度な水準を達成したものと評価される。審査委員一同は、本論文が、博士（歴史民俗資料
学）に相応しい水準にあると評価した。 
 
